
1992年出上の木簡

奈
良
・平
城
京
左
京
三
条
三
坊
三
坪

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
大
官
町
七
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月
を
五
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
荻
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
松
浦
五
輪
美

。
原
田
憲
二
郎

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

。
河
道
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ぞ
桃
山
時
代

遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
復
原
で
は
、
左
京
三
条
三
坊
三
坪
の
北
西
の

一
画
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
遺
構
に
は
、
弥
生
時
代
の
溝

一
条
、
奈
良
時
代
の

掘
立
柱
建
物
六
棟
、
土
坑
三
基
、

井
戸

一
基
、
中

。
近
世
の
上
堤
、

木
枕
列
が
あ
る
。
発
掘
区
の
西

半
は
、
中

・
近
世
の
南
北
方
向

の
河
道
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
の

遺
構
が
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

良

旧
河
道
は
当
時
の
佐
保
川
の
流

瞼

路
と
思
わ
れ
る
。

柿
経
を
中
心
と
す
る
大
量
の

木
簡
は
旧
河
道
内
と
、
そ
の
氾
濫
に
よ
る
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。
今
回
の
調
査

地
の
北
西
約

一
二
〇

ｍ
の
地
点
で
も
、
や
は
り
河
川
の
氾
濫
と
思
わ
れ
る
砂
層

か
ら

一
九
七
四
年
に

一
万
点
近
い
柿
経

・
笹
塔
婆
等
が
出
上
し
て
お
り

（奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
』
一
九
七
五
年
）、　
同
じ
佐
朱
川
の
旧

河
道
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
親
近
便
作
是
念
仏
道
長
遠
久
受
勤
苦
乃
可
得
」

名

是
□
来
方
便
之
力
□

一
仏
乗
分
別
説
□
如
□彼
」
や
⇔
ミ
×
〕
卜
×
〇
・ф
　
Ｏ
⇔
ド

②
　
。
「
口
□
入
仏
道
慎
勿
懐
驚
燿
警
如
険
悪
道
廻
絶
多
毒
獣
」

。
「
日
□
生
死
煩
悩
諸
険
道
故
以
方
便
力
為
息
設
涅
槃
　
」

］
⇔
ヽ
Ｘ
］
卜
×
〇
い
　
Ｏ
ω
ド

③
　
。
「
常
説
無
上
道
故
号
為
普
明
英
国
土
清
浄
菩
薩

×

・
「
我
今
乃
知
実
是
菩
薩
得
授
阿
繹
多
羅
三
貌
□
（μ∞
∞
）
×
中
〕
×
〇
い
　
Φ
Ｏ
ド

④
　
。
「
漢
道
書
諸
有
漏
於
深
禅
定
皆
得
自
在
具
ｘ

。
「
釈
坐
処
若
梵
天
王
坐
処
若
転
輪
聖
王
×

（悪
Ｘ
〕巽
寓

Φ自

０
　
。
「貌
三
菩
提
復
有
八
世
界
微
塵
数
衆
×

。
「
遍
於
九
方
衆
宝
香
嬉
焼
無
価
呑
自
然
×

含
じ
遜
受
寓

ｏ自
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名
神
通
之
力
若
法
幸
経
行
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

。
「
道
経
書
口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
益
斐
Ξ

ｏｐ

。
「
諸
如
来
起
慈
口
口

名
方
諸
大
菩
口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
∀
中受
〓

ｏ常

。
「
我
等
敬
仏
故
悉
忍
是
諸
国
…
斯
所
軽
言
×

。
「
若
入
他
家
不
興
小
女
処
女
寡
…
□
共
語
亦
国（μ∞〇）×
ドφ×
〇読
　
〇⇔ド

「
音
菩
薩
真
実
□
身
回
名
第
十
観
仏
告
阿
難
□（中枷ω）×
］∞×
〇あ
　
Φφμ

「
読
誦
説
此
経
典
後
悪
世
□
生
菩
根
転
少
×（μ『〇）×
〕ミＸ
⇔い
　
〇⇔μ

「
偏
自
然
供
養
如
是
不
絶

一
切
諸
天
皆
賛
天
上
（μ∞⇔）×
〕∞Ｘ
Ｏあ
　
〇⇔ド

「
阿
口
口
応
到
此
為
聴
法
故
《
時
無
数
千

（μりヽ
）×
】ω×
〇あ
　
ｏωド

「
或
有
計
算
金
銀
宝
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
（じ
通
貿
〓

⇔露

「《
時
随
沙
門
天
王
護
世
者
白
仏
言
世
尊
×（Ｐ∞卜）×
ドΦ×
〇ヽ
　
〇⇔μ

。
「質
玲
ミ
∬
式
亦
満
十
方
□
□
□
如
竹
林
斯
等
共

一
心
於
Ｈ

＝
億
日
□

，
「
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
】）
溢
ミ
迷
あ

寓
μ

」
「質
玲
Ｉ
耳
ミ
諸
仏
馨
数
声
及
弾
指
之
声
周
聞
十
方
国
地
＝

＝
皆
□

・　一‐豊一ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］̈
∞）〕ス叶∞×
〇・∞　　〇⇔μ

。
「質
玲
受
耳
ミ
世
尊
欲
重
宣
此
義
而
説
掲
言
」

・、「
ら
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」やΦ∞
×
］卜
×
〇い
　
Φ⇔μ

。
「
質
玲
更
耳
ミ
心
所
行
通
達
無
□
又
於
諸
法
究
書
切
了
示
＝

，
＝
諸
」

。
「
子く
　
　
」
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
］ｏ卜
×
］∞
×
０
∞　
Φ⇔μ

ｏ
「質
弩
更
耳
ミ
名
是
経
第
二
功
徳
不
思
議
力
」

ｏ
「
与Ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」�Φ卜×
］∞×
⇔い
　
Φφμ

。
「質
玲
更
ｆ
ミ
八
十
種
妙
好
十
八
不
共
法
如
是
等
功
徳
而
＝

＝
我
皆
已
失
」

。
「
と
『
　
　
　
　
　
　
い」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］Φ⇔Ｘ
ＰΦ×
ｏい
　
Ｏωμ

ｏ
「
質
玲
≪
督
ミ
又
見
口
口
無
数
恒
沙
厳
飾
国
界
」

名
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］
Φ
∞
×
中
μ
×
Ｐ
∞
　
〇
い
μ

△
ツ
ｈ
早



④働

ｏ
「
□
ロ
ミ
可
Ｒ
谷
口
国
浄
仏
国
土
不
久
得
成
無

ｏ
「
煮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕∞Φて
（こ
溢
わ

寓
μ

。
「
質
玲
三
∬
ミ
日
口
垢
濁
水
莫
染
不
受
塵

ｏ
「
■ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］〕『）
×
〕卜×
〇あ
　
Ｏωド

。
「
質
『
三
∬
式
我
等
今
頓
乏
□
此
□
退
還
導
師
作
是
念
此
＝

＝
輩
甚
可
愁
　
一二
十
八
」

。
「
井
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕や∞
×
〕卜
×
９
∞　
ＯｏＰ

。
「
質
玲
ミ
耳
ミ
常
説
元
上
道
故
号
為
普
明
其
国
土
清
浄
菩
＝

＝
薩
皆
勇
猛
」

ｏ
「
事く
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や∞〇×
〕∞×
９
∞　
ｏ⇔岸

ｏ
「
質
１
ミ
耳
ミ
如
是
元
量
事
我
今
但
略
説

・　一‐ヨごヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］∞φ）
〉〈〕∞
×
〇・∞　　一ωμ

。
「
質
「
重
∬
ミ
入
不
為

一
切
邪
見
生
死
之
所
壊
敗
是
故
善
男

ｏ
「
■
Ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］Φい）
×
〕
ド×
９
∞　
Φωμ

。
「質
１
ミ
耳
ミ
得
入
元
上
道
速
成
就
仏
身
」

ｏ
「
■く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
］
Φ
ω
×
］
伽
Ｘ
Ｏ
・∞
　
Ｏ
Φ
μ

。
「質
『
更
耳
ミ
間
其
義
趣
是
則
為
難
若
人
説
法
令
千
万
億
」

。
「
とく
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］Φ⇔×
〕∞
Ｘ
Ｏわ
　
Ｏωド

。
「質
玲
Ｈ
耳
Ｒ
由
旬
汝
身
第

一
端
正
百
千
万
福
光
明
殊
妙
＝

＝
是
」

。
「
ユヽ
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中ΦＮ×
］］×
〇い
　
Ｏωμ

名
質
『
更
耳
ミ
汝
是
人
以

一
切
楽
具
施
於
四
百
万
億
阿
僧
祗

「
と
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕Φ『）
×
］∞×
，
∞　
Ｏωμ

・
質
篭
更
耳
石
可
不
蒙
仏
所
化
常
□
回
悪
×

ｏ
と
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸∞い）
×
中∞
×
９
∞
　
Ｏｏド

・
ｘ
可
ミ
誦
受
持
法
華
経
■
者
説
陀
□

。　一日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岸ＯΦ）〉（］ヽ
〉〈〇・∞　　Ｏφド

・
×
可
Ｒ
菩
薩
声
聞
大
衆
南
西
北
方
四
維
口
回
如
」

。
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

（時
『ヽ
）
×
〕
ド
×
Φ
い
　
Ｏ
ω
μ

。
「
質
玲
望
耳
ミ
於
無
数
却
如
恒
河
沙
生
顔
回

ｏ
「
■Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド］Φ）×
〕⇔
Ｘ
Φあ
　
〇〇μ
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1591   60   150   1561   69   60   60   621

・
×
玲
更
耳
Ｒ
無
智
者
錯
乱
迷
惑
×

，
３
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μ］ｏ）×
］］
×
〇あ
　
Ｏωμ

。
「
質
『
Ｈ
耳
ミ
音
善
薩
愁
諸
四
衆
及
於
天
龍
人
非
人
等
受
＝

＝
其
」

。
「ｆ［日］　　　‐一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］Φω
〉〈］∞
×
〇・ω　　Φωド

・
質
玲
ミ
∬
Ｒ
妙
法
蓮
華
経
見
宝
塔
品
第
十

一
」

・
常
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
（中
Φ
⇔）
Ｘ
中
∞
×
〇
・∞
　
Φ
⇔
岸

□
如
是
…
皆
己
成
仏
道
諸
仏
□
□
□

（Ｅ
卜）
ｘ
中い
×
９
∞
　
ｏ∞
μ

×
准
呵
三
貌
□
仏
陀
国
名
現

一
切
世
間
劫
ｘ（ド］い）
Ｘ
］］
×
〇
・∞
　
〇∞
Ｐ

ｘ
言
辞
方
便
力
故
而
為
説
ｘ
　
　
　
　
（電
Ｘ
中聟
記

ｏ驚

□
貌
菩
提
号
日
法
明
如
来
応
供
正
□

（μＯ∞）
Ｘ
中ヽ
×
〇
あ
　
家
渾

ｘ
止
園
林
浴
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ３
赴
貿
Ξ

ｏ驚

□
功
徳
力
者
若
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
益
貿
記

ｏ驚

□
王
故
亦
説
如
是
法
知
第

一
回
滅

ｘ

　

（悪
∀
中貿
〓

ｏ解

ｘ
大
乗
経
名
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
□

（μヽ
∞）
×
］⇔
×
〇
い
　
Φ∞
ド

ｘ
不
説
汝
名
授
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
記
□（μ∞μ）×
〕いＸ
Ｐ
∞　
ｏ∞騨

ｘ
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
弥
□
□
□
□
　
　
（意
ｙ
μ受
罵

昌

〔宝
己

回
具
設
諸
鈴
善
以
無
価
□
ｘ
　
　
　
　
　
（じ
遜
契
Ξ

ｏ草

同
回
得
道
其
荻
無
有
量
万
億
劫
算
数
不
能
得
其
辺
」

（�∞∞）
×
〕
μ
×
〇
“
　
〇∞
μ

口
国
鈴
声
笑
声
語
声
男
声
女
声
口
回
」

（】
じ
ｘ
馘
×
ｏあ
　
ｏ歯

□
聞
悪
声
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
遜
巽
Ξ

目

□
已
久
遠
従
汝
□
道
至
子
泥
□
　
　
　
　
（ドこ
溢
貿
ｇ

ｏ曽

国
宝
樹
下
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
賀
烹

一驚

〔得
≧

ｘ
□
聞
是
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドじ
通
貿
〓

霞

ｘ
其
心
深
入
仏
道
即
為
授
記
成
最
正
覚
　
（霊
Ｘ
〕受
畠

昌

廣

□
成
無
上
道
度
無
数
衆

×
　
　
　
　
　
　
（こ

遜
受
岳

ｏ留

□
万
億
陀
羅
尼
又
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ

赴
賀
Ξ

ｏ驚

ｘ
露
無
復
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

遜
巽
畠

露
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③

□
此
転
於
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
遜
受
〓

×
尊
重
讃
歎
若
有
人
得
見
此
塔
礼
拝
供
養
当
知
（Ｐい卜）×
μΦ
×
ρ
∞

□

一
旦
終
回
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
通
契
Ξ

□
心
信
解
受
持
仏
語
□
　
　
　
　
　
・

（Ｓ
通
父
〓

□
余
衆
生
類
無
有
能
得
解
」
　
　
　
　
　
（霞
ゞ
］粟
〓

□
徳
八
百
身
功
徳
千
二
」
　

　

　

・
　

（霊
ｙ
］更
記

□
□
華
員
殊
沙
華
摩
」
　
　
　
　
　
　
　
（憑
ゞ
嗚斐
〓

佃
　
。
「
・質
ミ

＜
側
お
ヽ

。
「
名
刀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド商『）
×
μΦ
×
９
∞

①
・
・
「
向

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（駁
Ｙ
岸露
〓

⑪
　
・
ｘ
南
無
阿
弥
陀
仏
」

。
ｘ
南
無
阿
弥
陀
仏
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（顕
ｙ
μ支
Ξ

・
⑫
　

「
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
〇
釘ｙ
一受
３

８
帥
“

①
　

「
桂
馬
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い∞寝
ξ
ゞ
ｓ

８
Ｐ

①
を
⑪
は
柿
経
、
働
を
①
は
笹
塔
婆
で
あ
る
。
完
形
の
柿
経
、
笹
塔
婆
は
少

な
く
、
多
く
は
細
片
で
あ
る
が
、
約

一
万
点
が
出
上
し
た
。
柿
経
は
、
檜
や
杉

な
ど
の
板
を
薄
く
剥
い
だ

「
こ
け
ら
」
あ
る
い
は

「経
木
」
と
呼
ば
れ
る
薄
板

に
経
文
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
出
土
し
た
柿
経
は
頭
部
形
態
と
写
経

方
法
に
よ
り
、
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
各
た
の
特
徴
を
左
に
記
す
。

Ａ
１
１
類
　
頭
部
形
態
が
山
形
で
い
表
裏
両
面
に
経
文
を
書
写
す
る
。
⑪
と

Ａ
１
２
類
　
頭
部
形
態
が
山
形
で
、
片
面
の
み
に
経
文
を
書
写
す
る
。
③
■

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｂ
　
　
類
　
頭
部
形
態
が
五
輪
塔
形
で
、
地
輪
部
を
下
方
に
の
ば
し
、
五
輸

塔
部
表
面
に

「質
「
更
ｑ
式
」
の
五
大
種
字
と
経
文
、
裏
面
に

は
金
剛
界
大
日
如
来
を
あ
ら
わ
す
梵
字

「と
正
あ
る
い
は
荘
厳

点
つ
き
の

「煮
」
を
記
す
。
⑮
ｉ
①
　
　
　
　
　
　
　
　
・

書
写
経
典
の
大
半
は
法
華
経
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
無
量
義
経
、
観
普
賢

経
、
般
若
心
経
、
阿
弥
陀
経
・を
書
写
し
た
も
の
が
少
数
出
土
し
て
い
る
。
法
華

経
書
写
柿
経
の
な
か
に
は
、
０
と
の
の
よ
う
に
、
経
文
の
同

一
行
が
書
写
さ
れ

て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
束
以
上
の
柿
経
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
断
衡
の
所
属
を
左
に
記
す
。

1661   60⑩

．

□

ｈ

町

Ｒ

佃

玲

尊

」

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
『
ｏ
）
大

じ

溢

盆

Ｏ

⑭
　
。
「
ウ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
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“・「
一瑚必」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞『×
牌∞×
μ

〇
∞
μ

〇
∞
】

〇
∞
μ

〇
∞
μ



妙
法
蓮
華
経
序
品
第

一

妙
法
蓮
幸
経
方
便
品
第
二

妙
汝
蓬
率
経
嘗
喩
品
第
三

妙
法
蓮
華
経
信
解
品
第
四

妙
法
蓬
華
経
薬
草
喩
品
第
五

妙
法
蓮
華
経
化
城
喩
品
第
七

妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八

妙
法
蓮
華
経
法
師
品
第
十

妙
法
蓮
華
経
見
宝
塔
品
第
十

一

妙
法
蓮
幸
経
勧
持
品
第
十
三

妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
第
十
四

妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六

妙
法
蓮
幸
経
分
別
功
徳
品
第
十
七

妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十
八

妙
法
蓮
華
経
法
師
功
徳
品
第
十
九

妙
法
蓮
華
経
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十

妙
法
蓮
華
経
如
来
神
力
品
第
二
十

一

妙
法
蓮
華
経
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四

妙
法
蓮
率
経
陀
羅
尼
品
第
二
十
六

妙
法
蓮
幸
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八

⑩
・
④
・
①

働
・
０
。
⑮

・
①
・
Ｃ

・

０ＧＤ６①

・
⑪

②

。
②

・
⑫

・
⑩

・
⑩

⑮

・
⑮

・
⑫

・
⑩
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無
量
義
経
徳
行
品
第

一　
　
　
　
　
　
　
　
④

無
量
義
経
説
法
品
第
二
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

・
③

無
量
義
経
十
功
徳
品
第
三
　
　
　
　
　
　
　
⑬

・
⑫

・
側

・
⑭

仏
説
観
普
賢
吾
薩
行
法
経
　
　
　
　
　
　
　
②

出
典
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

・
０

・
０

・
①

・
①

柿
経
の
書
写
は
、
限
定
さ
れ
た
時
間
内
で
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
間
違
え
て
書
写
さ
れ
て
い
る
柿
経
も
多
い
。
今
回
出
上
し
た
柿
経
で

も
、
誤
字

（ω
の
裏
の
末
字
）、
加
字

（０
の
裏
の
「彼
」、
働
の
「廣
し
、
抹
消
（①
）

が
見
ら
れ
る
。

今
回
出
上
し
た
柿
経
は
、
両
面
写
経
の
も
の
と
片
面
写
経
の
も
の
の
両
方
が

あ
り
、
厚
さ
は
薄
く
、
均

一
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
柿
経
の
年
代
は

一

五
ｔ

一
六
世
紀
後
半
で
あ
ろ
う
。

笹
塔
婆
は
、
柿
経
と
同
じ
よ
う
に
、
薄
板
に
名
号
、
題
日
、
種
宇
な
ど
を
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
出
上
し
た
笹
塔
婆
は
、
頭
部
を
山
形
に
し
た
も
の

と
、
五
輪
塔
形
の
も
の
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
が
、
頭
部
を
出
形
に
し
、
「南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
記
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

⑩
は
墨
書
札
で
あ
る
。
上
部
と
右
半
分
を
欠
損
し
て
い
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
に
よ
る
観
察
で
は

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
を
、
梵
字
で
表
記

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
は
聞
香
札
も
し
く
は
闘
茶
札
で
あ
る
。
表
面
の

「
ウ
」
は

「客
」
の
略
字
で
、
裏
面
の

「取
」
は
人
名
を
略
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ま
で
の
出
土
資
料
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
形
状
か
ら
聞
香
札
の
可
能



1992年出上の木簡

性
が
高
い
。
②
は
墨
書
木
製
品
で
あ
る
。
上
部
に
決
り
が
入
っ
て
お
り
、
何
ら

か
の
部
材
を
再
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
将
棋
の
駒
で
あ
る
。
文

字
を
彫
り
込
ん
で
墨
を
点
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
墨
書
し
て
い
る
。

裏
面
に
文
字
は
確
認
で
き
な
い
。

な
お
、
柿
経
の
経
典
の
検
索
に
際
し
て
は
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
藤
澤

典
彦
氏
、
千
手
寺
の
木
下
密
運
氏
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
際
し
て
は
、
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
赦
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
四
年

度
』
（
一
九
九
三
年
）

松
浦
五
輪
美

・
原
田
憲
二
郎

「柿
経
の
考
察
十
分
類
と
編
年
に
つ
い
て
―
」

Ｇ
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
紀
要
　
一
九
九
二
』
一
九
九
二
年
）
（原
田
憲
二
郎
）




